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令和７年度 緊急消防援助隊 

宮城県大隊後方支援訓練 

 

 

 

 

令和７年 6月４日（水）、宮城県消防学校において令和７年度緊急

消防援助隊宮城県大隊後方支援訓練が実施されました。 

本訓練は、他県で大規模な災害が発生した際に、緊急消防援助隊宮城

県大隊の後方支援活動(人員及び資機材搬送、燃料調達、食料調達及び

宿営場所の設営等)が、円滑かつ安全な活動ができる後方支援体制を構築

することを目的として、毎年実施されており、今年度も宮城県及び県内各消

防本部(局)が参加し、訓練が行われました。 
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【進出開始】 【宿営レイアウト共有】 

 

【エアーテント設営➀】 

 

【エアーテント設営②】 

【集合写真】 

２ 

【閉会式】 
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本訓練で使用した後方支援資機材は、普段あまり扱わない資機材である

ため、実働的な訓練をとおして宿営地での後方支援活動について、具体的な

イメージを共有することができました。 

また、近年、全国各地で頻発している大規模災害に備え、当消防本部とし

ても関係機関と連携を図ることができ、大変有意義な訓練となりました。 

なお、令和７年２月２６日に岩手県大船渡市において発生した大規模

林野火災は、鎮火まで４０日間を要し、平成以降日本最大規模の林野火

災となりました。当消防本部からも、緊急消防援助隊宮城県大隊として現地

へ出動し、１９日間、延べ５１名の隊員が活動してきました。 

 

  

【岩手県大船渡市林野火災】 



 

 

令和 7年 10月 1日から開始 

実施救急隊数：５隊 

②マイナンバーカードを 

読み取る 

※暗証番号の入力不要 

総務省消防庁✖あぶくま消防本部 
４ 

マイナ救急の流れ 

マイナ救急とは・・・ 
救急隊員が傷病者のマイナ保険証（健康保険証として利用登録したマイナンバー
カード）を活用し、傷病者の医療情報等を閲覧する仕組みのことです。 

★マイナンバーカードを見せるだけで以下の情報が伝わります 

マイナンバーカードを活用した救急実証事業にご協力お願いします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 お問い合わせ  

あぶくま消防本部警防課 

TEL：0223-22-5194 

事業に関する情報
は特設サイトでもご
覧いただけます 

①傷病者が情報
閲覧に同意する 

③隊員が医療情
報を閲覧する 

④より適切な処置
や搬送先医療機関
の選定につながる 



 

 

マイナ救急の活用事例 
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救急医療及び救急業務に対する国民の正しい理解と知識を深めるととも

に、救急医療関係者の意識の高揚を図るため、国では 9月 9日を「救急の

日」とし、また、令和７年度は救急の日を含む 9月７日（日）から 9月 1

３日（土）までの 1週間を「救急医療週間」と定めています。 

救急医療・救急車の適正な利用をお願いします。 
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